
2025 年日本国際博覧会 営業参加 

EXPO フードトラックエリアにおけるリユース食器運用事業者公募選定委員会結果について 

１ 審査手法 

応募事業者（１者）から提出のあった提案書に基づき、営業参加候補者を決定しました。なお、決定に

あたっては、2024 年４月 16 日に選定委員会を実施し、各委員による意見交換を経て評価点を確定しま

した。 

２ 審査結果 

（１） 最優秀提案事業者（契約候補者） 

リユース食器プロジェクト 

（２） 評価点 

評価点： 70点 

3 選定委員会議事要旨 

・各種イベントにおいてリユース食器を活用した運営に参加しており、多くの経験を通じたノウハウの蓄

積がある。 

・持続可能な社会に向けたレガシー創出の意義を理解しており、万博後のレガシーの構築が期待できる。 

・専用工場を準備し衛生管理を徹底した食器の洗浄は信頼しているが、会場までの運搬過程における衛生

確保や、スタッフやボランティアの人員管理など、半年間継続してリユース食器を供給し続けるための

信頼性のある運営体制の構築に務めてほしい。 

 

4 選定委員会委員 （五十音順、敬称略） 

氏名 所属・役職 委員選定理由 

阿多 博文 弁護士法人興和法律事務所 

弁護士 

協会の契約や内規も充分熟知している

ことから、提案内容について法的な観点

で評価いただくため。 

崎田 裕子 ジャーナリスト 

環境カウンセラー 

持続可能性・資源循環の視点で評価いた

だくため。 

田辺 清人 株式会社集客創造研究所 代表  

（2025 年日本国際博覧会 会場運営プ

ロデューサー補佐） 

万博運営の立場から、提案内容について

総合的に審査いただくため。 

 

以上 


